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剖
 
乙
転
入
の
場
合
は
准
所
を
有
す
 
ー

倉
ひ
勘
肝
割
努
巾
U
」
訊
 
出
産
久
ば
葬
祭
に
対
し
て
は
 
あ

る
。
 

”
 

小
 
心

ー
A芝
具
議

W才
 
皆
呆
塗
を
爽
施
す
る
 
乙
転
入の
場
合
は
住
所
を
有
す
 
険

の
適
用
を
う
け
て
い
る
 
出
産
又
は
葬
祭
に
対
し
て
は
 
あ
る
‘
 

一
して
再
組
織
し
た
の
で
あ
る
 
と
分
員
け
も
ち
ろ
ん
、
部
落
の
 
一・

一町
村
合
併
で
会
1
1の
移
動
は
あ
人
々
も
奥

口
同
音
に
い
つ
て
い
 
】
一
 

？
断
さ
ホ
は
し
た
も
『
 

肴
か
当
時
の
へ
一
員や
そ
の
半
い
た
め
 

耐
和
二
十
一
一
年
、心
を
新
た
に
」の
あ
つ
 
の
一嬢
共

同
防
 
ナ
ー
 

員
を
擁
し
、最
高
六十
五
才
、一接

踏

喫
緒
掃

務
一
一
 

員
を
潅
し
、
」
皿価
」へ
十
互
」了
、
一文
豊
レ
ーh
ザ
r
、
日り
、
闘
々
つ
 
【
 

ゆ
叱
琳
、
ゃ
害

Jl「
じ
叱
み
え
一「
ぷ
喝
 

つ
た
が
、
会
長
沢
田
政
孝

（
一》乞
。

ま
た
昨
年
は
嘉
瀬
全
地
誠
 
」
 

五
）
さ
ん
以
下
四
十
五
名
の
会
一の
土
饗
輪
也
を
行
つ
て
大
き
な
！
 

篇

ぶ
一
叫
睦
活
動
を
しに
一
 

な
戸
メ
、
 也
山
本女
中
白助
を
し
て
 
●
～
 

一慧
舞
器
詳
域
鎚
一
一
 

一
来
年は
僚
芽
場
を
般
け
プ
、
建
一
』
一
 

「苗
に
よ
る
水
稲
の
増
摩
を
ば
か
一
】
．
‘

.1
1J
h
 

一
部落
の
信
唄
を
得
て
い
る
研
究

」
一
 

一
会
で
ある
り
 

】
】
 

一
 
効
果
が
あ
が
らな
く
ガ
ッ
カ
 
ゴ
 

ーリ
し
た
の
は
ク
農
事
相
談
箱
ク
 
（
 

葛
の
研
暁
湾

ほ

H
ー
『

一
一一
 

と
・
、
文
書
に
し
た
場
合
の
表
一
《
】
 

現
が
む
づ
か
し
い
の
が
原
因
と
一
】
一

一わ
か
り
目
下
別
な
方
法
を
考
え
一
」
 

一て
い
る
と
r
こ
と
だ
つ
た
。
 
一
ご
 

研
先
事
瑠
け
、
 派
手
な
も
の
は

《
一
 

だ
と
官
つ
て
い
る
が
は
、
 こ
れ

一一
 

農
家
の
人
た
ち
が
暇
の
な
い
こ

一
【
 

)
 



静

蔀

hっ腰
一
」麟難
難

移
響
敢

師
緒
誌
博
 

一
 
“

J
？
ゴ
淑

唾
噛
安
全
期
間
二
叫
いn葺
癌
m線
 
片
 

り卸
一
訟
日
正
し
い
歩
化4
2則
熱
 

（
写直
は
台
風
で
ペ
シ
ヤ

ン
コ
の
公
民
舘
）
 

五
千
円
、
 場
所
ー
嘉
瀬
ス
キ

ー
 

場
道
沿
い
南
側
 

喜
艮
市
地
区
ー
第
二
極
木
造
五

戸
 
（二
P
九
坪
）
 
工
費
百一
一十

六
万
五
千
円
、
場
所

・
ー
 艮
市
 

中
学
校
西
側
 

昭
和
二
十
三
年
に
青
森
県
が
未

懇
地
と
し
て
買
牧
し
た
喜
良
市

字
千
刈
一
一四
七
番
地
俗
称
一
本

松
地
城
の
原
野
十
九
町
歩
の
う

ち
に
、
宅
地
の
八
名
；七
百
坪
が

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
農
林
省

一
を相
手
に
買
牧
取
消
し
の
訴
訟

一を
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
 

目
町
臨
会
議
員
の
選
挙
区
条
例

を
廃
止
す
る
件
 

町
村
合
併
時
の
離
定
書
に
よ
り

小
選
挙
区
制
で
あ
つ
た
の
を
大

選
挙
区
制
と
し
た
。
 

回
起
債
及
び
償
還
方
法
の
件

プ
ル
ト
ー
ザ
の
起
償
百
五
十
万

円
が
決
定
し
た
の
で
議
会
に
は

か
り
可
決
し
た
。
 

国
同
じ
く
町
営
住
宅
難
築
費
の

の
う
ち
五
十
万
円
の
起
債
が
決

定
し
た
の
で
議
会
の
議
決
を
得
 

一町税今後の納期 

で
も
あ

り
ま
す
。
特

別
徴
牧
班
の

係
員
が
徴
収

に
廻
つ
て
い

ま
す
か
ら
、
 

何
分
の
御
協

力
を
願
い
ま

す
。
 

十
一
月
固
定

資
産
税
三
期

十
一
月
町
、
 

県
民
税
四
期

十
一
一月
固
定

資
産
税
四
期

十
一
一月
消
却

資
産
税
全
期
 

人
 夫
 
で
 策
堤
 

寄
真
の
右
英
の
松
林
は
今

・
 

年
前
、
津
軽
藩
の
手
で
、
築
か
れ
た
藤
枝
溜

池
工
事
の
監
視
所
の
あ
つ
か
所
で
、
皿
「一
時
は

三
本
の
松
し
か
な
か
つ
た
も

の
。
 こ
の

工

事
は
木
造
俵
元
「
五所
川
原
）
な
ど津
軽
三
新

田
の

ー
つ
で
あ
る
金
木
新
田
の
開
拓
に
備
え

た
も
の
で
、
こ
の
工
事
の
た
め
、
こ
の
地
方

の
人
た
ち
が
強
制
的
に
人
夫
と
し
て
、
か
り

川
さ
れ
、
ど
ん
な
理
由
で
も
、

一
日
休
め
ぱ

そ
の
代
り
と
し
て
米
ニ
斗
を
納
め
な
け
れ
ば

？一
な
ら
な
か
つ
た
そ
う
だ
。
 

嘉
瀬
と
金
木
の
間
の
川
ュ
 

石
コ
流
れ
て
木
の
葉
コ
ー沈
む
 

こ
れ
は
嘉
瀬
の
奴
踊
り
の
一
節
で
有
名
だ
が

そ
の
当
時
の
圧
政
を
風
刺
し
た
も
の
だ
と
も

い
わ
れ
て
い
る
n
 
 
ノ
 

,

，

》
【！
 

,‘．、 ぐ 

半 

北
一
が
一
足
 

Ii- 

便
了
 

（
、
 

！
一一
《て
 

ー
一
〈貝
 乞
一
な
 

地
域
性
あ
る動
物
を
 
改
善
が
容
易
に
違
ま
な
い
な
H
引
m
剰
W
樹
類
“
部
、
H
川
  
J
 

零

か
m麗
鍵
灘
同
 
十
八

戸
て
総
工
費
約
五
百
万
円
 

沃
」
て
は
未
顕
遮
ゆ
体
咲
 

ト
、

ーコ
（

》
合

ニ
是

勺

一L
i

ーフ
9
 

十
」
 

（
一戸
九
坪
）
 工
費
貢
十
大
万
 

被
害
額
は

約
一

億
園
 

台
風
詰

号
最
も
び
ざ

い
リ
ン

ゴ
 

金
敵
一
四
、
 一
二
O
千
円

②
大
豆
、
小
豆
、
そ
さ
い
 

（
面
械四
五
ヘ
ク
ダ
ー
ル
）
 

金
損
一
九
四
千
円
 

一

⑧
り
ん
．（」
 
一

面
積
一
九
九
ヘ
ク
タ
1
ル
 

箱
数
ニ
三
八
、
八
O
つ
箱

金
類
九
五
、
 五
二
O
千
円
 

未
検
査
の

木
炭
は
損
 

競
盤

薫
）
穣
」一
 

m熊艦
鶴
）
一
難
熱
舞
競
蔵
割
八戸
一
 

込
ん
で
下
さ
い
o
サ
イ
ズ
 
（
二
月
十
一
坪
）
工
費
一
一
百八
一

ッ
切
以
上
の
こ
と
。
 

十
八
万
四
千
円
、
場
所
ー
旧
競
一
 
 

つ
 

こ
《
」jつ
て
み
た
rつ
、
古
財
シ
」欧

？ー
ノ
ソ
ドか
」マ
り
つと
Jり
つ
と
叱コ
●g
 

買
 
一
 
球
場
を
有
料
で
 
用
し
て
は
い
ま
す
が
、
球
場
に
ん

r
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
 

v占

「
 プ
今
年
の
春
以
来
、
 は
立
派
な
パ
ツ
ク
ネ
ツ
ト
や
ヌ
う
一
・
整
備
し
た
い
の
で
す
。
 

叱
・
」
上
m
、
日
濯
は
も
ち
ダ
ン
ド

が
で
き
て
い
ま
す
。
 
。
整
地
や
除
草
な
ど
で
管
理
維

日
レ

ー
み
し
D
こ
と
、
襲
笥
整

地
や
除
草
な
ど
管
理
維
持
に
持
の
ー
ため
の
経
費
も
相
当
か
、
 

町
ー

工
業
者
の
休
日
に
は
は
相
当
経
費
が
か
、
る
こ
と
、
り
ま
す
が
、
今
後
は
金
木
中
学
 

！
芦
野
グ

“ソ
ン
ド
ま
、
 思
い
ま
す
の
で
こ
の
際
、
有
料

校
ビ
球
場
の
管
理
を
お
願
い
す

野
球
の
練
習
や
試
合
で
、
い
で
貸
し
て
は
、
と
思
い
ひ
と
こ
る
考
え
で
す
。
 

つ
も
ー
つ
ば
い
に
な
り
，
時
に
と
 

（
金
木
小
川
町
野
球
狂
）
 金
水
中
学
校
で
は
、
整
地
や
除

は
グ
ラ
ン
ド
の
う
ば
い
合
い
も
 
草
を
や

り
、
立
派
に
管
理
し
た

ち
る
と
き
戸
て
い
ま
す
o
 

i
斗
土
犀
7
し
て
、
よ
、
・
 
い
と
申
し
て
い
ま
す
か
ら
、
 一

◇
私
も
野
球
の
好
き
な
ひ
と
り
 
投

の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
点
充
分

で
、
町
の
教
育
委
員
会
で
は
、
 ※
…
…
※
 
◇
ど
う
や
ら
球
場
お

増
え
の
上
使
用
し
て
い
た
だ

球
場
使
用
の
こ
と
で
は
頭
を
悩
 

答
 
ら
し

い
形
を
と
る
き

た
い
の
で
す
。
 

ま
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
 い
 
こ

と
が
で
き
ま
し
◇

・
嘱
お
グラ
ン
ド
の
使
用
に
つ

つ
そ
の
こ
と
使
用
料
を
と
つ
て
 
回
 

た
が
、
有
料
で
貸
い

て
は
従
来
ど
お
り
、
教
育
委

貸
せ
ば
、
球
場
使
用
の
統
制
が
※
 
※
 

す
こ
と
は
ま
だ
考
員
会
で
統
制
し
ま
す
か
ら
、
使

で
き
る
の
で
は
な
（
い
で
しよ
う

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ら
ず
教

か
？
 

◇
公
認
の
球
場
に
で
も
な
れ
ば
育

委
負
会
に
お
届
け
く
だ
さ
い
 

◇
つ
い
二
、
三
日
前
グ
ラ
ン
ド

別
で
す
が
、
む
し
ろ
、
あ
の
グ
 

（
金
木
町
教
育
委
員
会
）
 

！
一【
ニ
 

】
 
！
「！
」
！
 
！
一
！
”
 
一
 
一「
 

？
ニ
！?
 

‘
 

ユ
？!
 

!
 
？
二
 

！
 
」
一
 
！
」！
一！【一
？!
 

！
「
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‘
《
 

町
議
選
は
大

選
塁
魔

制
 

」
醜
 午

后
七
時
閉
会
 

毎
日
の
新
聞
紙
上
に
交
通
事
故

の
記
亭
が
載
つ
て
い
る
こ
と
は

珍
し
く
な
い
く
ら
い
だ
。
 

現
に
金
木
警
察
署
管
内
で
も
七

月
か
ら
八
月
に
か
け
七
件
の
事

故

（
い
ずれ
も
重
傷
者
を
損
し

て
い
る
）
が
発
生
し
て
い
る
。
 

た
し
ろ
交
通
事
故
が
な
い
日
そ

の
も
の
が
新
聞
記
事
に
な
る
よ

う
な
感
じ
さ
い
受
け
る
。
 こ
れ

で
は
大
変
な
こ
と
だ
。
そ
こ
で

金
木
町
で
も
だ
ん
だ
ん
交
通
が

激
し
く
な
つ
た
現
在
、
ど
う
し

た
ら
交
通
事
故
を
追
放
で
き
る

か
、

一
般
町
民
と
真
剣
に
対
策

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
警
察
署
を
始

め
地
元

交
通
安
全
協
会
ら
関
係
団
体
も

頭
を
痛
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
 

た
ん
な
る
掛
声
だ
け
で
は
央
際

の
効
果
は
あ
が
ら
な
い
「』
毎
月

一
回
の
ク
交
通
安
全
デ
1
ク
の

日
一
」け
騒
ぎ
だ
て
、
も
は
じ
ま

ら
た
い
が
、
こ
の
日
だ
け
で
も

運
妬
老
も
一
般
歩
行
者
も
じ
つ

く
り
・
省
し
て
見
る
必
要
ザ
め
 

る

・
 
だ
ナ
こ
」
 
，
 
く
 

鰍
纏

誌
鍔
師
気
籍
昨縫
騒
」綴
 
鍬

◇
十
四
、
土
号ゆ
 

誓

議
災

か
う
努
カ
す
る
 
「
の
集
団
＼
旦校
を
喫
践
、
事
倣
 

』
「慧
然
撫
毅
鱗
繊
輝
』
橋
」
鈴羅
茄
 

い
ま
す
が
、
ま
だ
具
体
的
に
ど

町
ぐ
る
み
交
通
事
故
防
止
運
動
 
各

立
 
円
と
き
い
て
い
さ
、
 

ん
な
動
物
に
す
る
か
決
め
て
い
交
通
安
全
の
為
明
る
い
金
木
町
 
一
『
一
 か
驚
い
た
。
 

ま
せ
ん
が
、
今
後
関
係
者
と
協

を
つ
く
る
た
カ
こ
も
、
雀
力
こ
 
ー
“
ー
 こ
の
被
害
煩
叱
少
々

織
け
喝
湯
合
「
噴
澱
め
意
現
を

推
し
進
め
る
か
か
に
も
柳
極
”

過
大
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
 

'
 

小
 
寺
 
治
 
武
 
す
る

こ
と
に
す
る
が
、
羨
も
目
 

濃
射
印
程
決
引
 馴
郵
割
」
郵
」
貿
緩
召
筋
護
一
 

．
 
ノ
 『
一
‘
 
ー
ノ
．
 
ー

J
‘
ー
 

実
離
日
唇
か
こ
む
ほ
ど
き
ま
〈
一
 一
ー

一
一
一
．
・一
ー
 ．j

“
 
リ
ン
ゴ
づ
く
り
を
や
め
た
け
れ

金
木
町
の
狂
犬
病
予
防
法
射
の
 
ト

ー
ー
」
ト

ニ
ーl
r

ジ
 

い
う
被
害
が
一
一
年と
続
け
ぱ
、
 

熟
施
申
御
旭
こ
勿
ぼ
（
剖
割
m
 
十
月

一
一
十
「
一
日
カ
ら
 

」
ノ
”
”
。
い
い
も
加
」
引
」
 

舞
所
崩
り

i
I
ー
 
：
一
ー
ー
届
出
し
て
い
な
い
方
が
相
当
あ
に
打
わ
こ
ん
だ
り
、
宇
宙
ス
テ
 

で
、
ど
遠
胤
な
く
。
 

な
ど
随
分
と
科
学
が
進
ん
で
い

川
倉

ー
十
月
三
十
三
日

・
（川
倉
る

が
 

と
い
う
こ
と
を
考
え
 

守
る
よ
う
に
襖
調
す
る
こ
と
に
公
民
舘
）
 
 

ー
 
み
る
と
A
も
に
、
こ
e
逗
ん
だ

あ
る
と
思
う
。
 こ
れ
は
あ
い
て
蒔
田
神
原

ー
十
月
二
十
大
日
 
科
学

が
も
つ
と
身
近
に
早
く
訪
 

月
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
 
（
蒔
田
小
学
校
）
 
れ
な

い
も
の
か
と
ジ
レ
ツ
タ
ク

し
か
し
こ
れ
は
も
つ
と
も
大
事
喜
良
市
ー
十
月
二
十
七
日
（
喜
な
る
。
 

「
舞
難
難
難
鷲

月
早
八日
霧
瀬
鶏
磐

熱

鷺
）
灘
懲
鷺
鰐
月
二
十
九
日

（
金
木
難
籍
』
難
響
 

難

難
鍵
灘
騒

熱

登
録
繊難
糞
議
 

1
1ド
剖
か
こ
副
眠
し
、
細
斤
見

ン
・
 

に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
 

ー
ト
4刈
西
に
証
起
t
 
彫
f
寿

＠
⑨
 

H
お
ロ
一、
o
 

則
の
厳
守
な
ど
ク
安
全
運
転
4
馴
M

へ
家入
り
、
勤
務
導
「
』よ
か
ろ
う

か
c』
  

7
 

樵
貌
誌
難
着
鍛
競
誘
誕
姉
斗
う
と
し
鷺
課
扮
験
濃
騨
 

に
山
な
い
硯
状
が
中
敗
を
起
す

陶
渦
」
当
卿
泊
叱
お
裏
唯
痛
叫

山
レ
t
い
か
私
逮
白
も
か
加
 

い
ず
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